
特集・拮抗と 流動の古代文学

ｌ
特
集
・
拮
抗
と
流
動
の
古
代
文
学
ｌ
平
安
朝
文
学
の
胚
胎
と
し
て
の
８
世
紀
Ｉ

山
上
憶
良
は
世
間
苦
を
ミ
フ
た
、
フ
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
「
哀
世

間
難
住
歌
一
首
井
序
」
（
巻
５
八
○
四
、
八
○
五
）
や
「
貧
窮
問
答
歌
一

首
井
短
歌
」
（
巻
５
八
九
二
、
八
九
三
）
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
貧
し
さ
や
寒
さ
、
過
酷
な
徴
税
や
飢
え
の
あ
え

ぎ
、
お
ど
お
ど
し
た
眼
差
し
と
答
に
う
た
れ
る
音
、
そ
う
し
た
下
層
民
の

暮
ら
し
を
詩
歌
で
切
り
取
り
告
発
し
て
、
そ
れ
に
何
の
意
味
が
あ
る
の
で

あ
る
弓
フ
か
。
ま
し
て
や
自
ら
の
病
を
材
料
に
長
文
を
つ
づ
り
苦
に
ま
み
れ

た
世
間
を
告
発
し
て
み
て
（
「
沈
病
自
哀
文
」
巻
５
八
九
六
左
）
、
い
っ
た

い
何
の
効
能
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
お
な
じ
よ
う
に
世
間
苦
を
五

言
・
七
言
詩
で
う
た
い
、
平
明
な
表
現
を
も
っ
て
現
実
を
直
叙
し
よ
う
と

す
る
菅
原
道
真
は
ど
う
か
。
何
が
か
れ
ら
を
創
作
へ
と
は
し
ら
せ
る
の
で

あ
る
、
フ
か
。
白
楽
天
の
詩
文
を
視
野
に
お
い
て
対
照
し
て
み
る
と
き
、
そ

の
内
実
の
一
面
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一一
白
楽
天
は
「
売
炭
翁
」
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。
一
部
を

負
債
と
し
て
の
文
学

ｌ
憶
良
・
道
真
と
白
詩
に
つ
い
て
Ｉ

（１０）

引
用
し
一
読
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
た
い
。

売
炭
翁
、
伐
薪
焼
炭
南
山
中
、
満
面
塵
灰
煙
火
色
、
両
髪
蒼
蒼
十
指

黒
、
売
炭
得
銭
何
所
営
、
身
上
衣
裳
口
中
食
、
可
憐
身
上
衣
正
単
、

心
憂
炭
賎
願
天
寒
、
夜
来
城
上
一
尺
雪
、
暁
駕
炭
車
轆
氷
轍
、
牛
困

人
飢
日
已
高
、
市
南
門
外
泥
中
欧
…
（
「
売
炭
翁
」
）

終
南
山
の
山
中
で
薪
を
き
っ
て
炭
を
焼
き
、
そ
れ
を
都
へ
も
っ
て
来
て

売
る
老
人
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
に
は
、
書
付
け
を
持
っ
た
宮

中
の
調
達
局
の
役
人
か
ら
、
荷
車
い
っ
ぱ
い
の
炭
を
買
い
た
た
か
れ
た

と
、
翁
の
嘆
き
が
つ
づ
く
。
「
新
楽
府
井
序
」
の
第
三
十
二
篇
で
あ
り
、

副
題
に
「
苦
宮
市
也
」
と
あ
る
。
い
ま
「
新
楽
府
」
五
十
篇
の
全
体
を
紹

介
す
る
だ
け
の
紙
幅
は
な
い
が
、
乱
世
を
平
定
し
七
徳
の
舞
を
作
り
、
そ

の
舞
に
よ
っ
て
帝
王
創
業
の
さ
ま
を
示
し
た
の
を
賛
美
し
た
「
七
徳
舞
」

に
は
じ
ま
り
、
前
代
の
王
が
国
を
乱
し
亡
減
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
を
鏡
と

し
、
天
子
が
お
の
れ
を
諌
め
る
こ
と
を
願
っ
た
「
采
詩
官
」
に
い
た
る
各

篇
に
は
、
市
井
に
生
き
る
人
び
と
の
姿
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

美
し
い
ゆ
え
に
宮
中
の
上
陽
宮
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
伴
侶
を
も
つ
こ
と

も
許
さ
れ
ず
老
い
さ
ら
ば
え
た
老
女
（
第
七
篇
）
、
若
い
頃
自
ら
腕
を
た

た
き
折
り
、
徴
兵
を
逃
れ
て
老
い
た
八
十
八
歳
の
翁
（
第
九
篇
）
、
か
つ

東

茂

美
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負債としての文学

て
は
中
国
人
で
あ
り
な
が
ら
、
今
や
「
縛
戎
人
」
（
縛
ら
れ
た
チ
ベ
ッ
ト

人
捕
虜
）
に
し
た
て
あ
げ
ら
れ
て
江
南
の
地
に
流
さ
れ
て
い
く
男
（
第
二

十
篇
）
、
西
涼
の
獅
子
舞
見
物
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
す
職
務
怠
慢
な
国
境
警

備
の
将
軍
（
第
二
十
五
篇
）
、
す
ぐ
れ
た
才
能
を
も
ち
な
が
ら
、
谷
底
の

高
さ
百
尺
十
か
か
え
も
あ
る
松
が
見
出
さ
れ
ず
老
衰
枯
死
す
る
よ
う
に
、

貧
賎
の
境
遇
に
あ
る
賢
人
（
第
二
十
七
篇
）
、
名
目
だ
け
の
免
税
で
苛
敵

謙
求
に
あ
え
ぐ
農
夫
（
第
三
十
篇
）
、
自
ら
身
に
つ
け
る
こ
と
は
な
い
練

綾
を
苦
労
を
し
て
織
っ
て
い
る
会
稽
の
女
工
（
第
三
十
一
篇
）
、
謹
言
の

た
め
に
放
逐
さ
れ
て
し
ま
っ
た
朝
臣
（
第
三
十
七
篇
）
、
専
売
品
の
塩
を

商
い
も
う
け
た
財
で
ぜ
い
た
く
三
昧
の
塩
商
人
の
女
房
（
第
三
十
八
篇
）

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
が
、
同
情
や
皮
肉
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
軽
妙

な
筆
致
で
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
新
楽
府
」
か
ら
、
憶
良
の
諸
作
品
と
の
類
似
を
指
摘
し
て

い
く
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
練

綾
」
（
第
三
十
一
篇
）
の
「
汗
落
粉
汗
不
再
著
、
曳
士
暘
泥
無
惜
心
」
か

ら
、
憶
良
の
「
富
人
の
家
の
子
ど
も
の
着
る
身
な
み
腐
し
捨
つ
ら
む
純
綿

ら
は
も
」
（
巻
５
九
○
○
）
「
あ
ら
た
へ
の
布
衣
を
だ
に
着
せ
か
て
に
か
く

や
嘆
か
む
せ
む
す
べ
を
な
み
」
（
巻
５
九
○
一
）
を
思
い
出
す
の
は
容
易

で
あ
ろ
う
。
「
富
人
の
家
の
子
ど
も
」
が
着
て
い
る
も
の
は
、
最
下
層
の

農
耕
民
た
ち
、
た
と
え
て
い
え
ば
、
白
楽
天
の
う
た
う
「
越
渓
寒
女
」

（
越
の
山
谷
の
貧
家
の
む
す
め
）
た
ち
が
織
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
新
楽
府
」
の
「
杜
陵
里
」
（
第
三
十
篇
）
か
ら
で
も
よ
い
が
、
「
秦
中

吟
十
首
井
序
」
中
の
「
重
賦
」
か
ら
、

…
織
絹
未
成
匹
、
繰
絲
未
盈
斤
、
里
腎
迫
我
納
、
不
許
暫
逵
巡
、
歳

暮
天
地
閉
、
陰
風
生
破
村
、
夜
深
煙
火
尽
、
霞
雪
白
紛
紛
、
幼
者
形

不
蔽
、
老
者
体
無
温
、
悲
喘
与
寒
気
、
井
入
鼻
中
辛
…

を
あ
げ
る
な
ら
、
こ
こ
か
ら
は
す
ぐ
に
「
貧
窮
問
答
歌
」
が
思
い
出
さ
れ

よ
、
フ
。
「
陰
風
生
破
村
」
「
霞
雪
白
紛
紛
」
は
そ
の
ま
ま
「
風
交
じ
り
雨

降
る
夜
の
雨
交
じ
り
雪
降
る
夜
は
」
で
あ
り
、
「
破
村
」
と
い
っ
た

荒
れ
は
て
た
村
の
状
況
は
「
伏
臓
の
曲
庫
の
内
に
直
土
に
藁
解
き

敷
」
い
た
殺
伐
と
し
た
風
景
で
あ
ろ
う
。
「
煙
火
尽
」
は
「
か
ま
ど
に
は

火
気
吹
き
立
て
ず
」
、
「
幼
者
形
不
蔽
、
老
者
体
無
温
」
は
「
貧
窮
問
答

歌
」
の
前
半
で
う
た
わ
れ
る
「
麻
衾
引
き
被
り
布
肩
衣
あ
り
の
こ

と
ご
と
着
襲
へ
ど
も
寒
き
夜
す
ら
を
」
や
後
半
の
「
綿
も
な
き
布

肩
衣
の
海
松
の
ご
と
わ
わ
け
さ
が
れ
る
か
か
ふ
の
み
肩
に
う
ち

掛
け
」
と
お
な
じ
で
あ
る
。
「
悲
喘
与
寒
気
、
井
入
鼻
中
辛
」
は
「
し
は

ぶ
か
い
鼻
び
し
び
し
に
」
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
悲
し
い
喘
ぎ
と

冷
た
い
夜
気
が
鼻
に
入
っ
て
き
て
辛
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
憂
へ

吟
ひ
」
「
ぬ
え
鳥
の
の
ど
よ
ひ
居
る
」
で
も
あ
ろ
う
。
「
里
冑
迫
我
納
、

不
許
暫
逵
巡
」
は
、
「
し
も
と
取
る
里
長
が
声
は
寝
屋
処
ま
で
来

立
ち
呼
ば
ひ
ぬ
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
里
長
」
は
「
戸
口
を
検
校
し
、
農
桑
を
課
せ
殖
ゑ
し
め
む
こ
と
、
非

違
を
禁
め
察
む
、
賦
役
を
催
し
駈
は
む
こ
と
」
二
戸
令
』
）
が
職
掌
。
憶

良
は
里
長
に
「
し
も
と
」
（
答
）
を
握
ら
せ
て
登
場
さ
せ
て
い
る
が
、
「
し

も
と
」
は
権
力
の
末
端
に
あ
る
か
れ
に
と
っ
て
は
支
配
の
象
徴
で
あ
り
、

「
答
」
罪
は
郡
司
の
レ
ベ
ル
で
も
刑
の
執
行
が
ゆ
る
さ
れ
て
も
い
た
か
ら
、

逆
に
「
我
よ
り
も
貧
し
き
人
」
た
ち
に
と
っ
て
は
、
も
っ
と
も
身
近
に

あ
っ
て
避
け
が
た
い
刑
具
で
も
あ
っ
た
。
「
里
長
」
は
「
寝
屋
処
ま
で
」

踏
み
込
ん
で
わ
め
き
、
猶
予
も
与
え
ず
し
き
り
に
納
税
を
督
促
す
る
の
で

（２）
ふく》つ（》○
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特集・拮抗と流動の古代文学

「
傷
唐
衡
二
首
」
と
題
さ
れ
た
白
詩
に
「
憶
昨
元
和
初
、
恭
備
諫
官
位
、

是
時
兵
革
後
、
生
民
正
顛
頓
、
但
傷
民
病
痛
、
不
識
時
忌
諄
、
遂
作
秦
中

吟
、
一
吟
悲
一
事
」
と
あ
り
、
「
秦
中
吟
」
は
民
衆
の
辛
苦
を
い
た
ん
で

う
た
っ
た
と
い
う
。
別
に
「
与
元
九
書
」
で
は
「
聞
秦
中
吟
、
則
権
豪
貴

近
者
、
相
目
而
変
色
」
と
、
支
配
層
で
は
物
議
を
か
も
し
激
し
い
批
難
を

あ
び
た
ら
し
い
が
、
そ
の
一
方
で
「
昨
過
漢
南
日
、
適
遇
主
人
集
衆
楽
娯

他
賓
。
諸
妓
見
僕
来
、
指
而
相
顧
日
、
此
是
秦
中
吟
・
長
恨
歌
主
」
と
あ

っ
て
、
か
れ
が
生
き
て
い
た
当
時
か
ら
、
そ
の
平
易
な
う
た
い
口
に
よ
っ

て
、
ひ
ろ
く
巷
で
喧
伝
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
白
楽
天
が
生
ま
れ
た
の
は
、
中
唐
の
代
宗
時
代
の
大
暦
七
年

（
七
七
二
）
。
誕
生
は
杜
甫
が
没
し
た
翌
々
年
で
あ
り
、
会
昌
六
年
（
八
四

六
）
に
七
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
は
九
世
紀
前
半

の
詩
人
で
あ
り
、
天
平
五
年
（
七
三
三
）
に
没
し
た
と
思
わ
れ
る
憶
良

が
、
後
代
そ
れ
も
海
彼
の
地
に
、
こ
う
し
た
詩
人
が
登
場
し
て
く
る
と

は
、
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
両
者
の
間
に
、
享

受
・
非
享
受
の
関
係
を
持
ち
込
ん
で
、
そ
の
表
現
の
類
似
を
論
う
こ
と
は

できない。
つ
と
に
佐
佐
木
信
綱
氏
が
、
憶
良
の
「
貧
窮
問
答
歌
」
と
『
白
氏
文

集
」
の
「
村
居
苦
寒
」
「
納
粟
」
と
の
間
に
酷
似
す
る
表
現
が
あ
る
こ
と

に
ふ
れ
て
、
「
恐
ら
く
は
、
同
じ
東
洋
の
歌
人
ま
た
詩
人
と
し
て
の
物
の

感
じ
方
に
相
通
ふ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
社
会
生
活
の
態
様
な
ど
に
齢
い
て

も
、
お
の
づ
か
ら
相
似
た
る
下
層
農
民
生
活
状
態
が
存
し
て
居
た
り
し
こ

（３）

と
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
近
似
す
る
表
現

を
考
え
る
場
合
、
お
そ
ら
く
こ
う
い
っ
た
理
解
に
落
ち
着
く
の
が
、
一
般

的
で
あ
ろ
う
。

菅
原
道
真
が
『
白
氏
文
集
』
を
学
ん
で
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
讃
岐
国
守
の
時
代
に
「
客
舎
書
籍
」
と
題
す
る
詩
が
あ
り
、
こ
こ
で

は
京
か
ら
讃
州
へ
持
っ
て
き
た
書
籍
を
「
百
一
方
資
治
病
術
、
五
千
文
貴

立
言
虚
、
詣
吟
白
氏
新
篇
籍
、
講
授
班
家
旧
史
書
」
と
う
た
っ
て
い
る
。

「
百
一
方
」
は
医
方
書
、
「
五
千
文
」
は
『
老
子
道
徳
経
」
（
い
わ
ゆ
る

『
老
子
』
）
で
、
白
楽
天
に
も
「
這
遥
無
所
為
、
時
窺
五
千
言
、
無
憂
楽
性

場
、
寡
欲
清
心
源
」
（
「
養
拙
」
）
、
あ
る
い
は
「
言
者
不
如
知
者
黙
、
此
語

吾
聞
舩
老
君
、
若
道
老
君
是
知
者
、
縁
何
自
著
五
千
文
」
（
「
読
老
子
」
）

た
し
か
に
、
わ
ざ
わ
ざ
白
詩
に
類
似
を
も
と
め
な
く
と
も
、
「
貧
窮
問

答
歌
」
に
か
ぎ
っ
て
み
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
「
逐
貧
賦
」
（
漢
・
揚
雄
）
、

「
貧
家
賦
」
（
晋
・
束
哲
）
、
「
詠
貧
士
」
（
晋
・
陶
淵
明
）
か
ら
、
初
唐
期

の
詩
人
と
思
わ
れ
る
王
梵
志
の
詩
篇
に
い
た
る
ま
で
、
多
く
の
作
品
と
の

類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
陶
淵
明
の
「
詠
貧
士
」
は
、
ほ
か
の

憶
良
の
作
品
と
陶
潜
の
そ
れ
に
類
似
す
る
点
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し

（４）

ぱ
し
ば
影
響
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
憶
良
が
『
陶
潜
集
」

の
読
者
で
あ
り
直
接
影
響
を
う
け
て
い
る
と
す
る
に
は
、
対
立
す
る
異
論

も
あ
っ
て
、
い
ま
だ
定
説
を
み
な
い
。

こ
う
し
た
陶
淵
明
か
ら
の
直
接
の
影
響
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
、
憶
良
（
取
り
入
れ
る
側
）
に
先
行
し
て
陶
潜
の
作
品

（
取
り
入
れ
る
も
の
）
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
論
の
俎
上
に
な
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
白
楽
天
と
憶
良
と
を
な
ら
べ
比
較
し
よ
『
う
と
い

、
フ
の
は
、
い
か
に
も
吟
味
を
欠
い
た
試
み
の
よ
う
に
も
映
る
で
あ
ろ
う

が、はたしてそ、７か。

Ｕ■■■■■
一
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と
見
え
る
も
の
で
、
大
道
上
徳
を
説
き
、
五
千
余
字
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

た
ん
に
「
五
千
文
」
と
呼
ん
だ
ら
し
い
。
「
班
家
旧
史
書
」
は
後
漢
の
班

固
が
撰
し
た
『
漢
書
』
を
い
い
、
い
わ
ゆ
る
紀
伝
道
で
は
『
史
記
」
「
漢

書
』
『
後
漢
書
』
の
三
史
と
「
文
選
』
は
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
道

真
に
は
文
章
得
業
生
時
代
の
作
品
に
「
喜
雨
詩
」
が
あ
っ
て
、
五
言
八
十

字
の
各
句
に
漢
代
の
良
吏
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
博
士
と
な
っ
て
『
後
漢

書
」
を
講
じ
て
お
り
（
元
慶
三
年
・
八
七
九
年
冬
～
五
年
．
八
八
一
年

夏
）
、
史
書
に
通
暁
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
讃
州
で
も
講
じ

る
た
め
に
運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
書
籍
と
と
も
に
「
白
氏
新
篇

籍
」
も
荷
造
り
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
川
口
久
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
『
白

氏
長
慶
集
』
『
白
氏
文
集
』
『
元
白
唱
和
集
』
『
劉
白
唱
和
集
』
の
類
で
あ

（５）

ったらしい・

後
に
大
宰
府
の
調
居
で
う
た
っ
た
「
詠
楽
天
北
窓
三
友
詩
」
「
不
出
門
」

「
救
意
一
百
韻
」
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
創
作
に
あ
た
っ
て
こ
の
「
文
集
』

が
色
濃
く
投
影
し
て
い
る
。
「
白
氏
洛
中
集
十
巻
、
中
有
北
窓
三
友
詩
、

一
友
弾
琴
一
友
酒
、
酒
之
与
琴
吾
不
知
、
吾
錐
不
知
能
得
意
、
既
云
得
意

無
所
疑
」
（
「
詠
楽
天
北
窓
三
友
詩
」
）
と
う
た
う
が
、
こ
れ
は
題
に
い
う

よ
う
に
白
詩
の
「
三
友
者
為
誰
、
琴
罷
概
挙
酒
、
酒
罷
柳
吟
詩
、
三
友
遮

（６）

相
引
、
循
環
無
已
時
」
（
「
北
窓
三
友
」
）
を
享
け
た
も
の
。
た
だ
道
真
は

つ
づ
け
て
、
「
不
須
一
曲
煩
用
手
、
何
必
十
分
便
開
眉
、
錐
然
二
者
交
情

浅
、
好
去
我
今
苦
拝
辞
、
詩
友
独
留
真
死
友
」
と
い
い
、
酒
と
琴
と
は
あ

ま
り
親
し
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
、
詩
こ
そ
真
の
友
で
あ
る
と
う
た
っ
て
い

る
。
「
好
去
」
は
白
詩
に
も
「
南
湖
連
西
江
、
好
去
勿
蜘
踊
」
（
「
放
魚
」
）
、

「
好
去
今
年
江
上
春
、
明
年
未
死
還
相
見
」
（
「
送
春
帰
」
）
な
ど
と
見
え
る

唐
の
俗
語
で
あ
る
。
道
真
が
住
む
の
は
、
茅
茨
で
屋
根
を
葺
い
た
粗
末
な

わ
ず
か
三
間
ば
か
り
の
家
で
あ
っ
た
が
、
書
斎
む
き
の
北
窓
が
あ
り
、
そ

こ
で
起
居
し
て
い
た
ら
し
い
。
「
適
来
良
友
穏
相
依
、
無
酒
無
琴
何
物
足
」

と
、
「
良
友
」
（
詩
）
が
わ
が
身
に
よ
り
そ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、
何
よ
り

の
慰
め
と
し
て
い
る
。
か
れ
に
と
っ
て
詩
と
は
、
「
父
祖
子
孫
久
要
期
、

只
嫌
吟
味
渉
歌
唱
」
と
、
人
び
と
の
口
の
端
に
の
ぼ
っ
て
流
行
し
歌
唱
さ

れ
る
の
を
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
先
に

述
べ
た
白
詩
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
意
識
し
た
う
え
で
の
、
批
評
的
な
態
度
も
あ

る、７。こ
の
よ
う
な
道
真
に
お
け
る
白
楽
天
の
影
響
は
、
時
代
的
に
い
っ
て
も

至
極
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
が
、
さ
き
に
あ
げ
た
白
詩
に
即

し
て
近
似
す
る
作
品
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。
「
問
藺
笥
翁
」
「
代
翁
答
之
」

「
重
問
」
「
重
答
」
の
一
連
の
作
は
、
こ
う
で
あ
る
。
「
問
永
幡
蟠
一
老
人
、
｜

名
為
藺
笥
事
何
因
、
生
年
幾
箇
家
安
在
、
偏
脚
句
瘻
亦
具
陳
」
。
巷
で
藺
弱

笥
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
偏
脚
で
句
瘻
の
老
人
が
登
場
し
、
そ
の
老
人
に
名
一

前
の
由
来
を
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
連
作
は
始
ま
っ
て
い
る
。
「
蟠
蟠
」

は
髪
の
白
い
さ
ま
で
あ
る
。
名
の
ゆ
ら
い
を
問
わ
れ
た
翁
が
い
う
こ
と
に

は
、
い
ぐ
さ
を
編
ん
で
入
れ
物
を
作
る
の
を
生
業
と
し
て
、
す
で
に
齢
六

十
、
た
ち
の
よ
く
な
い
腫
れ
も
の
で
燗
れ
歩
行
も
お
ぼ
つ
か
な
い
が
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
こ
う
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
、
と
（
「
代
翁
応

之
」
）
。
道
真
が
重
ね
て
問
う
。
「
近
前
問
汝
更
辛
酸
、
年
紀
病
源
是
老
残
、

売
笥
村
中
応
賎
価
、
生
涯
定
不
免
飢
寒
」
（
「
重
問
」
）
。
耕
作
に
耐
え
ら
れ

ぬ
障
害
を
負
い
な
が
ら
、
飢
え
と
寒
さ
と
に
苛
ま
れ
て
年
老
い
た
、
「
藺

笥
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
の
暮
ら
し
に
、
道
真
は
同
情
の
念
を
か
く
せ
な

い
。
こ
の
「
藺
笥
」
の
あ
り
さ
ま
は
、
実
際
に
讃
岐
国
庁
の
近
く
に
そ
う

し
た
老
人
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
ら
か
に
白
詩
「
売
炭
翁
」
に
着
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想
を
得
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
両
者
に
ち
が
い
も
あ
る
。
白
詩
で
は
「
一
車
炭
重
千
余
斤
、

宮
使
駆
将
惜
不
得
、
半
匹
紅
紗
一
丈
綾
、
繋
向
牛
頭
充
炭
直
」
と
、
米
一

斗
千
五
百
文
す
る
相
場
の
市
場
で
、
荷
車
に
積
ん
だ
炭
を
せ
い
ぜ
い
四
百

文
ほ
ど
し
か
し
な
い
紅
の
鞘
と
一
丈
の
帛
で
、
搾
取
す
る
官
吏
の
横
暴
を

告
発
し
て
お
わ
る
が
、
道
真
詩
で
は
「
扶
杖
帰
時
斗
米
提
」
と
、
藺
笥
の

翁
が
一
斗
の
米
を
さ
げ
て
帰
っ
た
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
戸

令
』
に
い
う
「
凡
そ
鰈
寡
、
孤
独
、
貧
窮
、
老
疾
の
、
自
存
す
る
に
能
は

ず
は
、
近
親
を
し
て
収
養
せ
し
め
よ
。
若
し
近
親
無
く
は
、
坊
里
に
付
け

て
安
舳
せ
し
め
よ
」
の
条
に
則
っ
て
、
道
真
が
官
物
を
支
給
し
た
と
い
う

のである、７。

別
に
「
路
遇
白
頭
翁
」
で
は
、
頭
に
白
髪
を
い
た
だ
き
、
妻
も
子
も
な

く
茅
葺
の
あ
ば
ら
や
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
元
気
の
よ
い
九
十
八
歳
の
翁

が
登
場
す
る
。
こ
の
翁
に
、
か
つ
て
疲
弊
し
き
っ
て
い
た
讃
岐
国
が
、
安

倍
興
行
や
藤
原
保
則
と
い
っ
た
良
吏
の
善
政
に
よ
っ
て
安
定
し
、
翁
自
身

も
「
無
妻
不
農
心
自
得
、
五
保
得
衣
身
甚
温
、
四
隣
共
飯
口
常
食
、
楽
在

其
中
断
憂
憤
、
心
無
他
念
増
筋
力
、
不
覚
髪
辺
霜
気
侵
、
自
然
面
上
桃
花

色
」
で
あ
る
と
語
ら
せ
て
い
る
。
翁
の
も
の
言
い
は
『
後
漢
書
』
に
記
さ

れ
た
蘇
章
・
廉
萢
・
張
堪
伝
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て

（７）
お
り
、
ど
こ
ま
で
が
興
行
や
保
則
の
事
績
で
あ
る
か
明
瞭
で
は
な
い
も
の

の
、
「
問
藺
笥
翁
」
を
う
た
、
フ
道
真
に
、
こ
雲
フ
し
た
良
吏
に
繋
が
る
、
フ
と

す
る
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

さ
ら
に
憶
良
の
作
品
を
視
野
に
入
れ
て
、
白
楽
天
と
道
真
と
の
関
係
を

見
よ
う
と
す
る
な
ら
、
道
真
の
「
寒
早
十
首
」
は
、
や
は
り
言
及
す
べ
き

作
品
で
あ
ろ
う
。

何
人
寒
気
早
、
寒
早
走
還
人
、
案
戸
無
新
口
、
尋
名
占
旧
身
、
地
毛

郷
土
渚
、
天
骨
去
来
貧
、
不
以
慈
悲
繋
、
浮
逃
定
可
頻
（
第
一

首）
「
寒
早
十
首
」
は
、
耕
地
を
棄
て
他
国
に
逃
亡
し
た
も
の
の
、
や
が
て

捕
縛
さ
れ
送
還
さ
れ
て
き
た
者
（
走
還
人
）
か
ら
う
た
い
始
め
ら
れ
て
い

る
。
以
下
、
他
国
を
逃
亡
し
て
讃
岐
国
に
流
れ
着
い
た
浮
浪
者
（
浪
来

人
）
、
病
ん
で
い
る
老
い
た
鰈
夫
（
老
鰈
人
）
、
は
や
く
に
父
母
を
言
う
し
な

っ
た
孤
児
（
夙
孤
人
）
、
た
と
え
病
気
に
な
っ
て
も
、
わ
ず
か
の
薬
さ
え

与
え
て
も
ら
え
な
い
薬
草
園
の
人
夫
（
薬
圃
人
）
、
寒
い
さ
な
か
単
衣
し

か
な
く
、
痩
せ
馬
に
荷
を
載
せ
て
運
ぶ
馬
子
（
駅
亭
人
）
、
土
地
も
持
た

ず
船
に
雇
わ
れ
賃
仕
事
で
暮
ら
す
水
手
（
賃
船
人
）
、
い
く
ら
魚
を
釣
っ

て
も
、
貧
し
い
暮
ら
し
さ
え
支
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
漁
師
（
釣
魚
人
）
、

市
場
を
大
手
の
商
人
に
独
占
さ
れ
た
零
細
な
塩
売
り
人
（
売
塩
人
）
、
そ

し
て
最
後
の
、
危
険
を
顧
み
ず
伐
り
出
し
た
材
木
を
買
い
た
た
か
れ
る
樵

（
採
樵
人
）
に
い
た
る
、
社
会
の
底
辺
で
か
ろ
、
う
じ
て
生
き
て
い
る
人
び

と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
道
真
の
う
た
う
「
売
塩
人
」
は
、
白
詩
「
秦
中

吟
」
（
第
三
十
八
篇
）
に
見
ら
れ
た
塩
商
人
と
、
ち
ょ
う
ど
反
対
側
に
立
た

さ
れ
た
人
び
と
の
辛
苦
を
、
描
写
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ
か

れよう。
各
詩
の
「
何
人
寒
気
早
…
寒
早
…
人
」
と
い
っ
た
う
た
い
口
や
「
人
」

「
身
」
「
貧
」
「
頻
」
で
押
韻
す
る
と
い
っ
た
体
式
は
、
白
詩
「
和
深
春
二

十
首
」
の
「
何
処
春
深
好
…
春
深
…
家
」
で
、
「
好
」
「
家
」
「
花
」
「
車
」

「
斜
」
で
押
韻
し
て
い
る
の
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
白
楽
天
は
「
富
貴

家
」
「
貧
賎
家
」
「
執
政
家
」
「
方
鎮
家
」
「
刺
史
家
」
「
学
士
家
」
…
「
嫁

女
家
」
「
聚
婦
家
」
「
妓
女
家
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
の
春
の
あ
り
さ
ま
を

- ５６ -
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う
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
も
と
も
と
元
槇
の
「
深
春
」
に
和
し
て
創
作
し
た
も
の
ら
し
い

が
、
「
深
春
」
は
散
逸
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
元
槇
に
は

「
生
春
二
十
首
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
「
何
処
生
春
早
、
春

生
…
中
」
で
う
た
い
は
じ
め
「
中
」
「
風
」
「
融
」
「
叢
」
と
押
韻
す
る
体

式
で
、
「
雲
色
中
」
「
漫
雪
中
」
「
舞
色
中
」
「
曙
火
中
」
「
暁
禁
中
」
「
江
路

中
」
…
「
老
病
中
」
「
客
思
中
」
「
濠
雨
中
」
と
、
春
が
生
ま
れ
て
く
る
物

象
・
人
象
の
さ
ま
ざ
ま
を
題
材
に
し
て
い
る
。
道
真
は
こ
う
し
た
白
楽
天

ら
の
作
品
を
正
面
に
見
す
え
て
、
そ
の
体
式
を
積
極
的
に
模
倣
し
な
が
ら

「
寒
早
十
首
」
を
創
作
し
た
の
で
あ
る
、
フ
。

も
ち
ろ
ん
道
真
が
う
た
う
の
は
寒
気
が
迫
る
下
層
民
の
暮
ら
し
で
あ

り
、
次
第
に
木
々
が
緑
を
濃
く
す
る
晩
春
で
は
な
い
。
似
る
の
は
、
白
詩

で
い
え
ば
二
十
首
の
う
ち
の
第
二
首
「
何
処
春
深
好
、
春
深
貧
賎
家
、
荒

涼
三
径
草
、
冷
落
四
鄭
花
、
奴
困
帰
傭
力
、
妻
愁
出
賃
車
、
途
窮
平
路

険
、
挙
足
劇
褒
斜
」
く
ら
い
で
、
内
容
に
類
似
点
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
と
は
い
え
、
「
新
楽
府
」
や
「
秦
中
吟
」
を
知
る
道
真
が
、
赴
任
し

た
讃
岐
国
で
「
寒
早
十
首
」
に
そ
れ
ほ
ど
辛
労
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
か
れ
の
詩
文
を
読
み
、
そ
こ
に
白
詩
を
踏
襲
し
創
作
し
て
い
っ
た
軌

跡
を
た
ど
る
こ
と
は
、
比
較
的
容
易
な
追
試
に
属
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

つ（》◎憶
良
が
生
き
た
の
は
、
一
説
に
よ
れ
ば
、
斉
明
天
皇
六
年
（
六
六
○
）

か
ら
天
平
五
年
（
七
三
三
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
道
真
が
生
ま
れ

た
の
は
、
憶
良
の
死
か
ら
二
二
年
後
の
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
で
あ

四

る
。
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
六
十
年
を
生
き
、
延
喜
三
年
（
九
○
三
）
に
大
宰

府
で
没
し
て
い
る
。
こ
の
憶
良
と
道
真
と
の
間
に
、
直
接
の
影
響
関
係
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
中
西
進
氏
の
論
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
真
が
憶

良
を
す
ぐ
れ
た
先
人
と
み
な
し
、
そ
の
作
品
に
倣
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と

（８）

い、フのである。

中
西
氏
は
、
た
と
え
ば
道
真
の
作
「
慰
少
男
女
」
か
ら
、

少
男
与
少
女
、
相
随
得
相
語
、
昼
喰
常
在
前
、
夜
宿
亦
同
処
、
臨
暗

有
燈
燭
、
當
寒
有
綿
紫
、
往
年
見
窮
子
、
京
中
迷
失
拠
、
裸
身
博
変

者
、
道
路
呼
南
助
…

を
あ
げ
て
、
道
真
が
子
と
起
居
を
共
に
し
食
事
を
し
て
寝
に
つ
く
さ
ま

は
、
「
貧
窮
問
答
歌
」
で
登
場
す
る
一
家
を
想
起
さ
せ
、
語
句
の
「
綿
緊
」

「
窮
子
」
「
失
拠
」
な
ど
も
「
貧
窮
問
答
歌
」
の
世
界
に
ひ
と
し
い
と
述
べ

られている。

ま
た
憶
良
が
、
フ
た
、
フ
飢
寒
・
老
苦
・
病
苦
・
子
へ
の
煩
悩
な
ど
の
モ
チ

ー
フ
も
、
道
真
詩
「
雨
夜
」
に
多
く
の
共
通
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
雨
夜
」
に
は
「
心
寒
雨
又
寒
、
不
眠
夜
不
短
」
と
う
た
わ
れ
、
「
失
膏
槁

我
骨
、
添
涙
渋
吾
眼
」
な
ど
は
「
風
交
じ
り
雨
降
る
夜
の
雨
交
じ
り

雪
降
る
夜
は
…
し
は
ぶ
か
ひ
鼻
ぴ
し
ぴ
し
に
然
と
あ
ら
ぬ
ひ
げ
掻

き
撫
で
て
」
、
さ
ら
に
病
気
を
う
っ
た
え
る
「
脚
気
与
瘡
癌
、
垂
陰
身
遍

満
」
は
、
「
沈
病
自
哀
文
」
（
巻
５
八
九
六
左
）
の
「
四
支
不
動
、
百
節
皆

癌
、
身
体
太
重
、
猶
負
釣
石
…
」
に
似
て
お
り
、
「
況
復
厨
児
訴
、
竜
頭

鍵
煙
断
」
は
「
貧
窮
問
答
歌
」
の
「
か
ま
ど
に
は
火
気
吹
き
立
て
ず
」

を
連
想
さ
せ
る
。
ま
た
、
「
此
治
遂
無
験
、
強
傾
酒
半
蓋
」
と
酒
を
飲
ん

で
憂
情
を
は
ら
う
さ
ま
は
、
「
す
べ
も
な
く
寒
く
し
あ
れ
ば
堅
塩
を

取
り
つ
づ
し
ろ
ひ
糟
湯
酒
う
ち
す
す
る
ひ
て
」
で
あ
り
、
「
天
道
之
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運
人
、
不
一
其
平
坦
」
は
「
天
地
は
広
し
と
い
へ
ど
我
が
た
め
は

狭
く
や
な
り
ぬ
る
日
月
は
明
し
と
い
へ
ど
我
が
た
め
は
照
り
や

給
は
い
」
の
感
慨
と
お
な
じ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

憶
良
と
道
真
の
作
品
の
あ
い
だ
に
、
中
西
氏
は
多
く
の
共
通
性
を
あ
げ

な
が
ら
、
左
降
さ
れ
大
宰
府
の
地
に
あ
っ
た
道
真
が
、
「
こ
の
地
に
お
け

る
先
人
と
し
て
の
憶
良
の
作
を
、
顧
み
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
考
え
る
方

が
自
然
で
あ
ろ
う
」
（
中
西
論
）
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
道
真
の
作
品
に
憶
良
を
見
よ
う
と
す
る
な
ら
、
大
宰
府
時
代

だ
け
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
紹
介
し
た
が
、
讃
岐
国
守
時

代
の
作
「
問
藺
笥
翁
」
で
老
人
が
立
ち
現
れ
る
さ
ま
「
偏
脚
句
瘻
亦
具

陳
」
は
、
憶
良
が
「
哀
世
間
難
住
歌
」
で
う
た
う
「
手
束
杖
腰
に
た
が

ね
て
か
行
け
ば
人
に
厭
は
え
か
く
行
け
ば
人
に
憎
ま
え
」
巷
を

う
ろ
つ
く
さ
ま
が
想
起
さ
れ
、
同
じ
讃
岐
作
の
「
寒
早
十
首
」
に
う
た
わ

れ
る
人
び
と
の
さ
ま
は
、
は
や
く
に
川
口
氏
が
「
貧
窮
問
答
歌
と
も
い
う

（９）

べ
き
秀
作
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
貧
窮
問
答
歌
」
に
登
場
し

て
く
る
人
び
と
に
似
て
い
る
。
道
真
は
詩
中
で
、
他
国
へ
逃
亡
し
な
が
ら

送
還
さ
れ
て
き
た
人
を
う
た
い
「
天
骨
去
来
貧
」
と
い
い
、
水
手
を
う
た

っ
て
「
行
棹
在
天
貧
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
「
貧
窮
問
答
歌
」
の
先
に
あ

げ
た
「
天
地
は
…
日
月
は
…
」
と
相
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。
貧
し
さ
は
天
性

な
の
で
あ
る
。
道
真
は
「
不
以
慈
悲
繋
、
浮
逃
定
可
頻
」
と
、
「
浮
逃
」

つ
ま
り
税
の
重
さ
に
浮
浪
逃
散
し
た
人
び
と
を
「
寒
早
十
首
」
の
第
一
首

目
に
お
い
て
う
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
憶
良
が
「
令
反
惑
情
歌
一
首
井

序
」
（
巻
５
八
○
○
、
八
○
二
で
「
蓋
是
亡
命
山
沢
之
民
」
と
関
心
を

よ
せ
た
人
び
と
で
も
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
憶
良
は
最
晩
年
の
作
と
し
て
「
士
や
も
空
し
く
あ
る

べ
き
万
代
に
語
り
継
ぐ
べ
き
名
は
立
て
ず
し
て
」
（
巻
６
九
七
八
）
を
残

し
て
い
る
。
こ
れ
は
藤
原
八
束
が
使
い
と
し
て
よ
こ
し
た
河
辺
東
人
を
前

に
、
「
有
須
拭
涕
、
悲
嘆
、
口
吟
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の

「
士
…
立
名
」
が
、
『
孝
経
」
（
開
宗
明
義
章
）
の
「
立
身
行
道
、
揚
名
紗

後
世
、
以
顕
父
母
、
孝
之
終
也
、
夫
孝
始
舩
事
親
、
中
舩
事
君
、
終
紗
立

（旧）

身
」
に
根
底
に
も
つ
、
憶
良
年
来
の
「
自
己
認
識
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

説
か
れ
て
す
で
に
久
し
い
。

他
方
、
道
真
は
「
若
不
揚
名
資
禄
養
、
何
愁
暦
尾
数
行
余
」
（
「
書
懐
、

（Ⅱ）

寄
安
才
子
」
）
と
若
い
大
学
寮
在
学
の
学
生
を
激
励
し
、
ま
た
「
不
患
顔

疵
患
名
疵
、
功
名
未
立
年
未
老
、
毎
願
名
高
年
又
耆
、
況
名
不
潔
徒
憂
死

…
錐
因
詩
與
居
疑
罪
、
言
者
何
為
不
用
詩
」
（
「
有
所
思
」
）
と
、
い
わ
れ

の
な
い
嫌
疑
に
詩
を
も
っ
て
自
ら
の
衷
情
を
訴
え
て
い
る
。
老
大
納
言
藤

原
冬
緒
の
進
退
に
つ
い
て
誹
誇
す
る
匿
名
の
詩
が
宮
中
で
ば
ら
撒
か
れ
、

こ
れ
が
道
真
の
作
で
あ
る
と
い
う
流
言
輩
語
に
反
駁
し
て
う
た
っ
た
も
の

（旧）

である。
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
宰
府
の
配
所
で
は
「
職
豈
図
西
府
、
名
何
替
左
遷
、

艇
降
軽
自
芥
、
駈
放
急
如
弦
」
（
「
救
意
一
百
韻
」
）
と
悲
嘆
す
る
。
大
宰

員
外
の
帥
と
い
う
天
涯
の
地
の
職
を
与
え
ら
れ
、
正
三
位
右
大
臣
・
右
大

将
の
身
の
上
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
さ
れ
て
、
「
左
遷
」
と
い
う
名
に
か
わ

（旧）

っ
た
と
い
う
。
じ
つ
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
道
真
に
は
同
じ
年
に
「
読
開

元
詔
書
」
の
一
作
が
あ
る
。
こ
の
年
に
昌
泰
か
ら
延
喜
に
改
元
さ
れ
、
そ

の
詔
書
を
読
ん
だ
感
慨
を
五
言
に
し
た
も
の
で
、
「
莊
々
恩
徳
海
、
独
有

鯨
鋭
横
、
此
魚
何
在
此
、
人
喜
汝
新
名
…
哀
哉
放
逐
者
、
蹉
陀
喪
精
霊
」

と
い
う
の
が
、
後
段
で
あ
る
。
「
独
有
鯨
鋭
横
」
に
は
「
具
見
子
詔
書
」

の
分
注
が
あ
り
、
ど
う
や
ら
改
元
の
詔
書
に
は
、
広
大
な
天
子
の
恩
徳
の
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こ
れ
ま
で
憶
良
と
白
楽
天
、
白
薬
天
と
道
真
、
そ
し
て
憶
良
と
道
真

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
対
照
し
な
が
ら
、
相
互
に
類
似
す
る
表
現
の
幾

例
か
を
例
示
し
た
。
こ
う
し
て
見
ら
れ
る
三
者
の
関
係
の
う
ち
、
道
真
と

白
楽
天
と
の
関
係
は
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
喋
々
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

そ
れ
に
ま
た
憶
良
と
道
真
と
の
関
係
も
、
道
真
が
「
新
選
万
葉
集
』
の
原

撰
者
で
あ
り
、
そ
の
序
の
「
夫
万
葉
集
者
、
古
歌
之
流
也
、
非
未
當
称
警

策
之
名
焉
、
況
復
不
屑
鄭
衛
之
音
乎
」
と
い
う
評
価
が
、
道
真
の
も
の
で

も
あ
っ
た
と
み
る
か
ぎ
り
、
け
っ
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

う（一、『ノ。そ
れ
で
は
憶
良
と
白
楽
天
と
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
中
西
氏
は
憶
良
が

（脚）

「
白
詩
に
近
い
」
の
は
、
大
宰
府
と
い
う
門
戸
と
し
て
の
都
市
が
人
間
的

な
活
性
に
み
ち
、
そ
の
も
つ
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
が
文
化
の
革
新
に
あ
ら
わ

れ
、
異
国
と
の
交
渉
に
よ
る
社
会
の
混
渚
性
が
人
間
の
発
見
へ
と
働
き
か

け
る
、
そ
れ
が
憶
良
の
滞
宰
作
品
で
あ
り
、
〈
白
詩
的
な
る
も
の
〉
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
道
真
は
白
楽
天
の
影
響
を
享
け
な
が
ら
、
か
つ

海
に
あ
っ
て
、
貧
埜
に
海
の
幸
を
食
い
荒
ら
す
鯨
が
い
る
と
書
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
逆
臣
の
巨
魁
と
し
て
道
真
を
そ
し
っ
た
語
句
で
あ
っ
た
ら
し

い。世
間
の
噂
で
は
、
そ
れ
が
名
を
汚
し
失
っ
た
道
真
に
あ
た
え
ら
れ
た
新

し
い
名
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
道
真
は
、
も
は
や
わ

が
身
を
支
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
生
け
る
屍
同
然
で
あ
る
と
う
た
う
。
道

真
は
つ
い
に
名
を
す
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
お
い
て
、
か
の

憶
良
と
帰
着
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

五

て
の
憶
良
が
先
取
り
し
て
い
た
く
白
詩
的
な
る
も
の
〉
を
明
瞭
に
か
た
ち

に
し
た
の
で
あ
り
、
そ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
る
活
性
が
大
宰
府
に
存
在

し
た
と
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
憶
良
に
し
て
も
道
真
に
し
て
も
、
滞
宰
時
代
の
作
品
に
し
ぼ

っ
て
み
る
と
、
「
白
楽
天
を
中
心
に
お
く
、
旅
人
・
憶
良
と
道
真
の
文
学

的
構
図
」
（
中
西
論
）
が
際
や
か
に
見
え
て
く
る
。
と
は
い
え
、
憶
良
に

は
筑
前
国
守
以
前
の
作
品
は
少
な
く
、
大
半
が
大
宰
府
時
代
の
も
の
で
し

か
な
く
、
比
べ
よ
亀
７
が
な
い
が
、
道
真
に
は
配
流
前
の
膨
大
な
作
品
が
残

さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
そ
の
一
部
を
見
て
き
た
よ
、
フ
に
、
白
詩
は
、
は
や

い
時
期
か
ら
道
真
の
創
作
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
中
西
氏
は
ま
た
憶
良
の
作
品
を
、
「
白
詩
以
前
に
白
詩
の
世

界
を
、
い
わ
ば
先
取
り
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
、
三
者
の
生
き
た
時
代
に
配

慮
し
な
が
ら
、
論
を
展
開
す
る
う
え
で
享
受
・
非
享
受
の
転
倒
を
お
こ
す

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
慎
重
に
『
白
詩
文
集
』
の
伝
来
を
検
討
さ
れ
て
も

い
る
。
作
品
を
対
比
し
な
が
ら
類
似
す
る
語
句
を
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
こ
こ
に
は
批
評
の
た
し
か
な
眼
に
よ
る
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
や
や
乱
暴
な
い
い
方
に
な
る
が
、
時
間
を
軸
と
し
て

見
た
場
合
、
か
り
に
そ
れ
が
時
代
的
に
転
倒
し
た
か
た
ち
で
あ
っ
て
も
、

享
受
・
非
享
受
の
枠
を
は
ず
し
た
と
こ
ろ
の
、
憶
良
と
白
楽
天
と
の
比
較

研
究
も
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
比
較
研
究
と
い
う
の
が
不
都
合
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
対
照
研
究
と
い
っ
て
も
よ
い
。
憶
良
は
「
作
一
章
之

歌
、
以
溌
二
毛
之
嘆
」
（
巻
５
八
○
四
、
八
○
五
序
）
と
つ
づ
り
、
あ
る

い
は
ま
た
「
意
内
多
端
、
口
外
難
出
、
謹
以
三
首
之
鄙
歌
、
欲
写
五
蔵
之

鯵
結
」
（
巻
５
八
六
八
～
八
七
○
序
）
と
、
創
作
に
よ
っ
て
老
い
の
嘆
き
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や
心
中
も
ろ
も
ろ
の
憂
さ
を
慰
め
る
と
い
う
。
「
沈
病
自
哀
文
」
で
は
、

長
大
な
漢
文
を
つ
づ
り
、
さ
ら
に
自
ら
を
納
得
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
細
か

い
分
注
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
就
中
、
『
志
惟
記
』
『
寿
延
経
」
『
帛
公
略

説
』
『
遊
仙
窟
』
「
鬼
谷
先
生
相
人
書
」
な
ど
に
依
拠
し
な
が
ら
「
知
生
之

極
貴
、
命
之
至
重
」
と
結
論
を
導
き
出
し
な
が
ら
も
、
「
欲
言
言
窮
、
何

以
言
之
、
欲
慮
慮
絶
、
何
由
慮
之
」
と
さ
へ
、
つ
づ
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
す
で
に
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
沈
痂
自
哀
文
」
か
ら
は
、
創
作

に
ひ
た
す
ら
自
ら
を
そ
わ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て
言
い
尽
く
せ
な
い
．

書
き
つ
く
せ
な
い
と
い
う
焦
燥
と
あ
ら
た
な
創
作
へ
の
衝
動
に
、
つ
き
動

（旧）

か
さ
れ
て
い
く
憶
良
の
す
が
た
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
詩
歌

の
創
作
は
憶
良
を
慰
撫
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
「
五
蔵
」
（旧）

（
巻
５
八
六
八
）
を
は
な
は
だ
傷
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
な
お
憶
良
を
詩
歌
の
創
作
に
は
し
ら
せ
る
も
の
を
、
か
り
に
白

詩
に
対
照
し
て
形
容
す
る
な
ら
、
後
に
述
べ
る
「
詩
魔
」
と
い
う
べ
き
か

もしれない。

白
楽
天
は
「
新
楽
府
」
の
序
文
で
「
総
而
言
之
、
為
君
、
為
臣
、
為

民
、
為
物
、
為
事
而
作
、
不
為
文
而
作
也
」
と
つ
づ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

元
槇
に
対
し
て
書
き
送
っ
た
、

泊
周
衰
秦
興
、
採
詩
官
廃
、
上
不
以
詩
補
察
時
政
、
下
不
以
歌
洩
導

人
情
…
擢
在
翰
林
、
身
是
諫
官
、
月
請
諫
紙
、
啓
奏
之
外
、
有
可
以

済
人
病
、
神
補
時
關
、
而
難
紗
指
言
者
、
抓
詠
歌
之
、
欲
梢
梢
遮
進

聞
船
上
（
「
与
元
九
書
」
）

と
い
う
内
容
に
ひ
と
し
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
は
や
く
に
『
詩

経
』
に
見
ら
れ
る
詩
歌
の
原
論
に
即
し
た
主
張
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

し
た
が
っ
て
、
「
新
楽
府
」
中
の
「
采
詩
官
」
で
は
、
「
君
之
堂
号
千
里

遠
、
君
之
門
号
九
重
悶
、
君
耳
唯
聞
堂
上
言
、
君
眼
不
見
門
前
事
、
貧
吏

害
民
無
所
忌
、
好
臣
蔽
君
無
所
畏
…
君
今
君
号
願
聴
此
、
欲
開
塞
蔽
達
人

情
、
先
向
歌
詩
求
調
刺
」
と
、
一
字
一
句
に
こ
め
て
作
ら
れ
た
「
文
」
は

政
治
に
直
結
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
「
上
以
風
化
下
、
下
以
風
刺
上
、

主
文
而
誘
諫
」
（
『
詩
経
』
序
）
こ
そ
使
命
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
、
フ
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
〈
訓
諭
詩
〉
の
あ
る
べ
き
姿
を
主
張

する。少
稿
の
冒
頭
に
白
詩
の
「
新
楽
府
」
や
「
秦
中
吟
」
の
一
部
を
紹
介
し

た
が
、
こ
れ
ら
が
「
新
楽
府
」
の
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統

的
な
詩
歌
観
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
憶
良
の
「
令
反

惑
情
歌
」
「
貧
窮
問
答
歌
」
や
道
真
の
「
寒
早
十
首
」
「
路
遇
白
頭
翁
」

「
問
藺
笥
翁
」
な
ど
の
作
品
も
ま
た
、
こ
う
し
た
系
脈
に
つ
ら
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
の
に
、
い
ま
さ
ら
多
言
を
要
す
ま
い
。

と
は
い
え
、
白
詩
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
作
品
が
あ
る
こ
と
を
留
意
し
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

自
従
苦
学
空
門
法
、
錆
尽
平
生
種
種
心
、
唯
有
詩
魔
降
未
得
、
毎
逢

風
月
一
間
吟
（
「
間
吟
」
）

両
髪
千
茎
新
似
雪
、
十
分
一
酸
欲
如
泥
、
酒
狂
又
引
詩
魔
発
、
日
午

悲
吟
至
日
西
（
「
酔
吟
二
首
」
そ
の
第
二
首
）

仏
法
を
学
び
さ
ま
ざ
ま
な
煩
悩
は
錆
す
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
「
詩

魔
」
だ
け
は
ど
う
に
も
降
伏
さ
せ
き
れ
な
い
と
い
う
。
老
い
て
両
鬚
は
雪

の
よ
う
に
白
く
な
っ
た
が
、
酒
を
飲
め
ば
ま
た
し
て
も
や
「
詩
魔
」
を
呼

び
起
こ
し
、
正
午
か
ら
西
に
陽
が
傾
く
ま
で
創
作
に
熱
中
し
て
い
た
と
い

う
。
「
詩
魔
」
と
は
白
楽
天
を
詩
作
に
駆
り
立
て
る
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ

情
動
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
い
っ
て
創
作
に
目
的
が
あ
る
わ
け
で
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は
な
い
、
創
作
そ
の
も
の
が
合
目
的
化
し
て
い
る
創
作
つ
ま
り
「
為
文
而

作
」
の
詩
作
に
、
白
楽
天
を
駆
り
立
て
て
い
く
情
動
が
「
詩
魔
」
で
あ

（Ⅳ）
った。こ

れ
は
ま
た
道
真
の
場
合
も
同
然
で
あ
ろ
う
。
「
苦
味
鱈
焼
木
、
邪
扇

布
當
銭
、
殺
傷
軽
下
手
、
群
盗
穏
差
肩
、
魚
袋
出
垂
釣
、
篇
篁
換
叩
舷
、

貧
埜
興
販
米
、
行
濫
貢
官
綿
へ
飽
騨
方
遣
臭
、
琴
声
未
改
絃
」
（
「
救
意
一

百
韻
」
）
と
、
詐
欺
行
為
で
ま
ん
ま
と
金
儲
け
を
し
て
い
る
輩
や
殺
人
傷

害
が
日
常
茶
飯
事
で
横
行
す
る
盗
人
、
職
務
怠
慢
で
釣
り
を
し
て
い
る
官

人
、
あ
く
ど
い
米
相
場
で
儲
け
て
い
る
商
人
、
い
か
さ
ま
商
売
に
手
を
そ

（旧）

め
商
品
を
没
収
さ
れ
る
綿
商
い
、
生
臭
さ
の
こ
び
り
つ
い
た
魚
市
、
い
た

ず
ら
に
野
卑
な
音
楽
な
ど
、
巷
の
暮
ら
し
を
活
写
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
い

て
道
真
は
「
与
誰
開
口
説
、
唯
独
曲
肱
眠
」
と
う
た
い
、
つ
い
に
「
救
意

千
言
裏
、
何
人
一
可
憐
」
と
、
誰
か
こ
の
百
韻
を
読
ん
で
一
度
く
ら
い
は

憐
れ
ん
で
く
れ
る
で
あ
る
』
う
か
と
結
ん
で
い
る
。
白
詩
に
「
東
南
行
一
百

韻
」
が
あ
り
、
道
真
が
こ
れ
に
学
ん
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ひ
そ
か

に
詩
友
紀
長
谷
雄
を
読
者
と
し
て
創
作
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
連
綿

と
連
ね
ら
れ
た
聯
句
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
こ
う
し
た
創
作
が
と
り
た

て
て
読
者
を
想
定
し
た
も
の
と
い
、
フ
の
で
は
な
く
、
創
作
す
る
こ
と
自
体

す
で
に
目
的
化
し
て
い
る
と
い
、
う
こ
と
で
あ
る
、
フ
。

先
に
ふ
れ
た
「
詠
楽
天
北
窓
三
友
詩
」
で
は
、
こ
う
で
あ
る
。
「
…
古

之
三
友
一
生
楽
、
今
之
三
友
一
生
悲
、
古
不
同
今
今
異
古
、
一
悲
一
楽
志

所
之
」
。
か
の
白
楽
天
は
三
友
（
琴
・
酒
・
詩
）
を
生
涯
の
楽
し
み
の
友

と
し
、
か
た
や
今
の
自
分
に
と
っ
て
の
三
友
（
こ
と
に
詩
）
は
一
生
の
悲

し
み
の
友
と
な
っ
た
、
そ
れ
は
仮
に
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
し
て

も
、
心
情
さ
な
が
ら
に
、
う
た
う
点
で
は
同
じ
で
は
な
い
か
と
い
、
フ
の
で
あ

比
較
研
究
の
大
概
は
、
源
泉
論
は
い
、
フ
ま
で
も
な
く
、
享
受
・
非
享
受

つ
ま
り
影
響
の
あ
り
な
し
が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は

「
取
り
入
れ
る
側
」
に
、
「
取
り
入
れ
る
も
の
」
の
存
在
が
確
証
さ
れ
な
い

か
ぎ
り
、
た
と
え
類
似
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
所
詮
そ
れ
は
暗
合
に
す
ぎ

な
い
と
し
て
排
除
さ
れ
る
の
が
常
道
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
る

這
う
。
「
取
り
入
れ
る
側
」
と
「
取
り
入
れ
る
も
の
」
と
の
間
に
直
接
の
関

係
が
想
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
も
は
や
研
究
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と

い、うことである。

す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
寸
言
し
た
事
例
で
い
え
ば
、
陶
淵
明
の
影

響
あ
り
や
な
し
や
の
論
議
は
、
ま
ず
『
陶
潜
集
」
の
伝
来
が
確
定
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
た
と
え
そ
う
で
な
く
と
も
、
六
朝
時
代
か
ら
初
唐
期
に

か
け
て
淵
明
が
広
く
知
ら
れ
海
彼
で
喧
伝
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
う
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
淵
明
の
「
詠
貧
士
」
は
『
文
選
』
や
「
芸
文

類
聚
』
に
収
め
ら
れ
た
「
其
こ
と
「
其
四
」
に
か
ぎ
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
し
て
や
「
其
一
」
「
其
四
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
類

似
の
表
現
は
な
い
か
ら
、
影
響
関
係
を
云
々
す
る
の
は
的
外
れ
で
あ
る
と

い
う
立
場
で
あ
る
。
こ
、
フ
し
て
出
典
を
厳
選
し
な
が
ら
、
享
受
の
あ
り
よ

う
を
明
ら
か
に
す
る
比
較
研
究
か
ら
う
け
る
稗
益
は
、
な
る
ほ
ど
大
き

る
。
と
は
い
え
、
白
楽
天
が
詩
歌
の
創
作
を
く
り
か
え
し
、
そ
れ
を
「
悲

吟
」
と
形
容
し
て
い
る
こ
と
に
、
道
真
の
理
解
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
自
ら
の
意
思
の
如
何
ん
に
よ
ら
ず
、
や
め
よ
、
フ
と
し

て
も
や
め
ら
れ
な
い
創
作
、
そ
れ
が
「
非
吟
」
で
あ
り
、
道
真
も
ま
た

「
詩
魔
」
に
つ
き
動
か
さ
れ
る
よ
、
フ
に
創
作
に
は
し
る
の
で
あ
る
。

一ハ
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い・し
か
し
な
が
ら
、
比
較
研
究
の
こ
れ
か
ら
は
、
ひ
と
つ
の
共
通
す
る
支

点
に
立
っ
た
対
照
研
究
の
試
み
も
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま

で
に
述
べ
て
き
た
憶
良
・
道
真
と
白
詩
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
以
下
の

よ
う
に
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
白
詩
「
江
楼
夜
、
吟
元
九
律
詩
成
三
十

韻」には、こ、フである。

昨
夜
江
楼
上
、
吟
君
数
十
篇
、
詞
瓢
朱
樒
底
、
韻
堕
禄
江
前
…
酬
答

朝
妨
食
、
披
尋
夜
廃
眠
、
老
償
文
債
負
、
宿
結
字
因
縁
、
毎
歎
陳
夫

子
〔
陳
子
昂
著
感
遇
詩
、
称
船
世
〕
、
常
嵯
李
請
仙
〔
賀
知
章
謂
李

白
為
請
仙
人
〕
、
名
高
折
人
爵
、
思
苦
減
天
年
〔
李
寛
無
官
、
陳
亦

早
天
〕
、
不
得
當
時
遇
、
空
令
後
代
憐
、
相
悲
今
若
此
、
溢
浦
与
通

川
（
「
江
楼
夜
、
吟
元
九
律
詩
成
三
十
韻
」
）

白
楽
天
は
元
槇
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
新
律
詩
を
吟
じ
て
い
る
う
ち
に
、

古
人
の
こ
と
が
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
と
、
う
た
う
。
華
美
な
六
朝
の
詩
風
を

一
変
さ
せ
、
高
雅
堅
実
な
初
唐
詩
を
確
立
し
な
が
ら
、
つ
い
に
獄
死
し
た

陳
子
昂
の
、
賀
知
章
か
ら
「
調
仙
人
」
と
絶
賛
さ
れ
な
が
ら
、
溥
陽
に
つ

な
が
れ
夜
郎
に
流
さ
れ
た
李
白
の
、
時
の
不
遇
を
嘆
き
そ
こ
に
自
ら
の
懐

い
を
よ
せ
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
な
に
よ
り
、
元
槇
に
送
る
べ
く
創
作
し
て
い
る
自
画
像
の
描

写
に
注
目
さ
れ
よ
う
。
創
作
に
わ
れ
を
忘
れ
朝
食
を
と
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
、
元
槇
の
作
品
集
を
読
み
ふ
け
っ
て
寝
る
の
さ
え
忘
れ
る
始
末
。
こ
れ

を
白
楽
天
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
お
ち
る
以
前
（
過
去
世
・
過
去
過
去
世
あ

る
い
は
そ
れ
以
前
）
か
ら
の
因
業
で
あ
る
と
自
省
す
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
文
字
を
連
ね
表
現
を
研
き
「
為
文
而
作
」
（
「
新
楽
府
」
序
）
に
刻
苦
し

て
い
る
の
は
、
前
生
で
よ
ほ
ど
文
字
の
負
債
を
背
負
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
、
そ
れ
ゆ
え
に
今
生
そ
れ
も
老
い
て
な
お
、
そ
れ
を
償
還
し
つ
づ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
う
た
う
の
で
あ
る
。
自
ら
の
情
動
を

文
字
と
の
奇
し
き
宿
縁
と
し
て
と
ら
え
、
輪
廻
の
宿
業
と
し
て
文
字
を
あ

が
な
う
、
い
わ
ば
「
負
債
の
文
学
」
と
し
て
の
創
作
を
ひ
た
す
ら
重
ね
て

い
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
五
戒
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
不
妄
語
」
を
自
覚
し
、

「
自
有
修
善
之
志
、
曽
無
作
悪
之
心
」
と
い
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て

「
俗
道
」
に
あ
る
嘆
き
を
つ
づ
る
憶
良
も
、
「
此
賊
逃
無
処
、
観
音
念
一

廻
」
（
「
偶
作
」
）
と
仏
へ
の
捨
身
と
帰
依
を
う
た
い
な
が
ら
、
な
お
「
雁

足
鮎
将
疑
繋
帛
、
烏
頭
鮎
著
思
帰
家
」
（
「
諦
居
春
雪
」
）
と
自
分
を
蘇
武

や
燕
丹
子
に
な
ぞ
ら
え
、
望
郷
の
念
を
一
文
字
一
文
字
に
刻
ま
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
道
真
も
、
「
負
債
の
文
学
」
の
地
平
か
ら
た
ち
現
れ
た
人

び
と
で
あ
っ
た
よ
ミ
フ
に
思
わ
れ
る
。

注
（
１
）
以
下
、
白
楽
天
の
作
品
は
詩
を
『
全
唐
詩
』
（
巻
四
二
四
～
四
六

二
）
、
文
を
『
全
唐
文
」
（
巻
六
五
六
～
六
八
一
）
所
収
に
よ
る
が
、

一
部
用
字
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
２
）
こ
の
あ
た
り
は
拙
稿
「
皮
膚
感
覚
ｌ
憶
良
文
学
の
身
体
性
Ⅲ
」

『
人
文
学
研
究
』
第
５
輯
で
述
べ
た
。

（
３
）
佐
佐
木
信
綱
氏
「
憶
良
と
白
楽
天
」
『
短
歌
読
本
山
上
憶
良
」
。

引
用
は
井
村
哲
夫
氏
『
万
葉
集
全
注
』
（
第
５
巻
）
に
よ
る
。

（
４
）
た
と
え
ば
、
清
水
房
雄
氏
「
貧
窮
表
現
の
一
類
型
」
『
万
葉
集
Ｉ
』

（
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
）
、
辰
巳
正
明
氏
「
貧
窮
問
答
歌
論
」

『
万
葉
集
と
中
国
文
学
」
な
ど
。

（
５
）
川
口
久
雄
氏
『
菅
家
文
草
菅
家
後
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

- ６ ２ -



負債としての文学

当
該
詩
の
補
注
に
よ
る
。

（
６
）
こ
の
あ
と
に
白
楽
天
は
「
古
人
多
若
斯
、
嗜
詩
有
淵
明
、
嗜
琴
有

啓
期
、
嗜
酒
有
伯
倫
、
三
人
皆
吾
師
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
詩
の
師

は
陶
淵
明
で
あ
る
と
い
う
。
作
品
に
も
陶
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
ま
ね
た

「
效
陶
潜
体
詩
十
六
首
井
序
」
や
廠
山
に
遊
ん
だ
と
き
に
陶
潜
を
追

思
し
た
「
訪
陶
公
旧
宅
井
序
」
と
い
っ
た
も
の
を
見
る
。
憶
良
・
道

真
の
あ
い
だ
に
白
楽
天
を
す
え
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
こ
れ
ま
で
憶
良
と
の
関
係
が
論
議
さ
れ
、
か
つ
こ
う
し
て
白
楽

天
が
連
な
ろ
う
と
し
た
陶
詩
も
視
野
に
い
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
で
は
ふ
れ
得
な
い
。
白
楽
天
と
陶
潜
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

松
岡
榮
志
氏
「
白
居
易
と
陶
淵
明
」
（
『
白
居
易
の
文
学
と
人
生
Ⅱ
」

所
収
）
参
照
。

（
７
）
こ
れ
は
、
は
や
い
時
期
の
作
で
あ
る
「
喜
雨
詩
」
で
、
句
ご
と
に

漢
代
の
良
吏
の
名
を
用
い
て
創
作
し
て
い
る
の
に
似
る
。
「
喜
雨
詩
」

で
は
、
朱
博
・
蒔
宜
・
児
寛
・
汲
諾
・
諸
葛
豐
・
朱
邑
・
王
城
・
藷

育
・
何
武
・
公
孫
弘
・
杜
延
年
・
趙
広
漢
・
襲
遂
・
王
尊
・
尹
翁

帰
・
湧
立
の
十
六
名
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
良
吏
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
、
道
真
ら
官
吏
社
会
の
成
員
の
規
範
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
こ
と
は
憶
良
の
場
合
も
お
な
じ
で
あ
る
。
憶
良
に

つ
い
て
は
、
蔵
中
し
の
ぶ
氏
「
良
吏
伝
と
儒
教
思
想
ｌ
道
君
首
名
伝

を
中
心
に
ｌ
」
「
良
吏
の
文
学
ｌ
山
上
憶
良
『
令
反
惑
情
歌
』
と
道

君
首
名
伝
」
（
『
奈
良
朝
漢
詩
文
の
比
較
文
学
的
研
究
」
）
に
く
わ
し

い。
（
８
）
中
西
進
氏
「
憶
良
・
道
真
と
大
宰
府
」
『
中
西
進
万
葉
論
集
」
第

３巻。

（
９
）
川
口
氏
注
５
と
同
書
。

（
皿
）
村
山
出
氏
「
憶
良
の
絶
唱
ｌ
『
士
也
母
』
の
発
想
ｌ
」
『
山
上
憶

良の研究」。

（
Ⅱ
）
こ
の
と
き
道
真
は
少
内
記
、
二
十
七
歳
。

（
皿
）
式
部
少
輔
・
文
章
博
士
、
三
十
八
歳
。

（
過
）
こ
の
年
、
道
真
は
五
十
七
歳
。

（
Ｍ
）
中
西
氏
は
憶
良
と
と
も
に
大
伴
旅
人
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い

る
が
、
煩
雑
に
な
る
こ
と
を
さ
け
、
こ
こ
で
は
旅
人
の
作
品
と
白
詩

の
関
係
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
。

（
喝
）
「
沈
洞
自
哀
文
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
輪
廻
す
る
〈
憶
良
〉
ｌ

「
沈
洞
自
哀
文
』
論
」
（
『
成
城
国
文
学
』
第
８
号
）
、
「
病
と
の
対
時

ｌ
『
沈
痛
自
哀
文
」
論
Ⅱ
」
（
『
福
岡
女
学
院
大
学
紀
要
』
第
２
号
）
、

「
い
の
ち
の
考
察
ｌ
『
沈
痛
自
哀
文
』
論
Ⅲ
」
（
同
上
誌
第
３
号
）
、

「
貧
る
〈
生
〉
ｌ
『
沈
病
自
哀
文
」
論
Ⅳ
」
含
国
語
と
教
育
』
第
Ⅳ

号
）
、
「
過
往
の
〈
遊
〉
ｌ
憶
良
『
沈
病
自
哀
文
』
Ｉ
」
亀
万
葉
の
風

土
・
文
学
』
所
収
）
、
「
洞
に
沈
む
Ｉ
『
沈
病
自
哀
文
」
論
Ⅵ
」
（
『
福

岡
女
学
院
大
学
紀
要
』
第
６
号
）
で
述
べ
た
。

（
焔
）
漢
の
揚
雄
は
「
甘
泉
賦
一
首
井
序
」
を
作
っ
た
際
に
、
疲
れ
は
て

て
五
臓
が
体
外
に
出
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
ま
た
腹
に
お
さ
め
た
と
い

う
夢
を
み
た
が
、
そ
の
あ
く
る
日
に
死
ん
だ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

ある（桓謂『新論」）。

（
Ⅳ
）
こ
の
あ
た
り
は
平
岡
武
夫
氏
『
白
居
易
』
、
興
膳
宏
氏
「
白
居
易

の
文
学
観
ｌ
「
元
九
に
与
う
る
書
』
を
中
心
に
ｌ
」
含
白
居
易
の
文

学
と
人
生
Ｉ
」
所
収
）
に
く
わ
し
い
。
白
詩
に
つ
い
て
は
平
岡
氏
の

論
に
学
ん
だ
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
肥
）
「
飽
騨
」
は
『
家
語
」
の
「
与
善
入
居
、
如
入
芝
蘭
之
室
、
久
而

不
聞
其
香
。
与
不
善
人
居
、
如
入
飽
魚
之
騨
、
久
而
不
聞
其
臭
。
皆

与
之
化
美
」
に
よ
る
と
い
、
フ
。
大
系
本
、
当
該
詩
の
補
注
を
参
考
。
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